
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
      
 
  
 
 
 
 
 
 

品川区東大井 4-13-11-304 〒140-0011  
TEL:03-5461-8757 FAX:03-5461-8763 
E-mail：takahashi-shinji@spa.nifty.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：品川区 高橋しんじ  検索 
☆過去の『区政報告』が HP でご覧になれます。 
☆『区政報告』への感想をぜひお寄せ下さい。 
☆『区政報告』をお店の片隅に置かせて下さい。 
 

高 事 橋しんじ 務所 

 

☆☆ 品川区イズ 611☆☆ 
◇3/28 ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ運行開始！◇ 

 品川区初のｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの試行運用がはじま
ります。次から正しい記述を選んで下さい。 
①ﾙｰﾄは西大井駅～（品川歴史館）～大森駅 
②西大井駅➡大森駅の所要時間は約 20 分 
③令和４年度予算額：約 7,400 万円 
④運賃：大人 220 円、小児 110 円 
⑤愛称：「しなバス」 
⑥1 時間当たり４本運行 
⑦定員：29 名 
⑧運行事業者は東急バス 
◎難易度☆☆☆ 
 

 
 

608 号から４年度予算案の概要をご説明して
います。予算案は、2/17 から区議会で審議して
います。歳出総額は、約 1,890 億円です。 
◎予算額 今号は、【歳出】のうち教育費。 

 

☆幼稚園・小中学校教育、図書館運営等 
【学校環境整備事業】学習環境整備は重要です！ 
             ◎28 億 2,288 万円 
◇校舎等整備 

・舞台照明 LED 化－立会小他 
・擁壁等改修－浅間台小 
・用地購入－山中小、宮前小 
・プール整備、音楽室天井改修 

－日野学園、伊藤学園 
・外壁改修－立会小他 2 校 
・屋上防水－立会小、鈴ヶ森中他２校 
・歩道橋撤去－伊藤小 
・便所改修（洋式化）－小山台小他３校 
◇普通教室増設－伊藤小他 17 校  
【給食運営費】     ◎15 億 5,999 万円 
【区固有教員給与費】28 人 ◎2 憶 3,430 万円 

  都内の公立小中学校（高校も）の教員は東京
都の職員（東京都から給料支給）ですが品川区
は独自に 28 人の教員を採用して（品川区が給
料支給）、品川区立学校に配属しています。 

 

2022 年 3 月 

品川区議会議員 
 無所属 
高橋 しんじ 

 

No.611 

 
 

 
 

 
しがらみのない無所属 

※毎週、区政や区内の出来事についてご報告しています 

 

2019 年 4 月 6,205．403票（１位）のご 
支持を頂き、現在４期目。若草幼稚園、品川区

立鈴ヶ森小・中学校、早実高、早大（政経学部
政治学科 専攻は地方行政）・同大学院博士課
程で学ぶ。東大研究員、塾などを経て、教師（早
実高、都立日比谷高・青山高・大森高）。軟式野
球ルーキーズ監督。2007 年初当選（2541 票）、
2011 年 5232 票（１位）。2015 年 5551 票（58
票差で 2 位）。『議員力検定１級』合格 
☆初心を忘れずにガンバります！ 
 
 

◎200 憶 5,195 万円 
・歳出の約 10.6％ 

 

高橋しんじプロフィール  

⑧ 

【学校・幼稚園改築】安心安全な教育環境整備 
改築工事等      ◎45 憶 5,146 万円 

・鮫浜小学校（東大井 
２丁目）外構工事中 
竣工：４年５月 

・浜川小・浜川幼稚園 
（南大井 4 丁目） 

 竣工：校舎棟６年 3 月 
外構 7 年 7 月 

・第四日野小（西五反田 4 丁目） 
校舎棟 5 年 7 月、体育館 7 年 7 月 

・浜川中（東大井３丁目）4 年 8 月工事着手 
 竣工：体育館棟５年 11 月、校舎棟 8 年 7 月 

・城南第二小（東品川３丁目） 
 ４年実施設計 5 年工事着手 
・源氏前小（中延１丁目） 

4 年基本設計 5 年実施設計 
☆鈴ヶ森小（南大井４丁目） 

４年現況調査 設計・工事等は未定 
➡人口の増加、校舎の老朽化により早急な設
計・工事着工を要望しました。区の答弁は「次
の改築の有力な候補の小学校である」でし

た。後手にならないようしっかりと対応を！  
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発行者 高橋慎司 
〒140-8715 品川区広町 2－1－36 ４階 
Tel ０３-５７４２－６８６４ 

☆区政へのご要望をお寄せ下さい！！ 
☆ご希望の方に『区政報告』をお届けい 
たします(送料は当方で負担します)。 

 
 
 
 
 

区 
 

政報告 
 

⑧ 
◇学校 ICT活用経費     

   ◎18 億 757 万円 

GIGA スクール構想により、 
1 人 1 台ﾀﾌﾞﾚｯﾄ配布済み（令和 2 年） 

・児童生徒ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末運用◎13 億 9,268 万円 
・ICT 支援員の配置：全学校  ◎7,735 万円 

・ICT シンポジウム開催     ◎258 万円 
◇プログラミング学習の推進      ◎222 万円 
◇学力向上ﾌﾟﾗﾝ推進事業（勉強 
合宿等）浜川中、富士見台中、 
荏原一中、義務教育学校 6 校 
（対象：8 年生＝中２） 
宿泊 or 日帰り ◎526 万円 

◇人工知能型（AI）型教材を用いた学習支援 

                ◎288 万円 
◇区独自教科「市民科」教科書デジタル化 
 児童生徒のﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末に配信  ◎600 万円 
◇品川英語力向上推進ﾌﾟﾗﾝ 
・オンライン英会話－全校で 8、９年生が実施。

PC を使って海外の外国人講師とﾏﾝﾂｰﾏﾝﾚｯｽﾝ。 
 ◎4,094 万円 ※9 年生も実施 

・品川区グローバル人材育成塾 
全校実施。7～９年生の希望 
者へ放課後に外国人講師によ 
る、1 クラス 10 人程度の少 
人数指導。 ◎3,277 万円 

◇東京２０２０大会レガシー事業   ◎663 万円 
・全区立学校でそれぞれの特色を活かした取り

組みを継続する。パラスポーツ体験等。 

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰ体験教室継続（８年生、教職員） 
◇品川コミュニティスクール  
 全区立学校に学校地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ｱｼｽﾀﾝﾄｺｰ 

ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置、地域未来塾等 ◎4,625 万円 
 

◇生理用品を全区立学校（46校）トイレに 
 必要とする児童生徒が気兼ねなく入手で

きるよう、高学年用トイレ内に設置する。 
               ◎74万円 
【特別支援教育】    ◎３億 707 万円 
◇発達障害教育支援員  ◎２億8,861万円 

小学校全校配置に向けてモデル校５校に
配置。通常学級に在籍する発達障害のあ
る児童の学習支援及び安全管理を行う。

学級担任の負担軽減を図る。支援の強化。 
◇マイスクール運営費（八潮、五反田、浜川） 
  品川区立学校に在籍し、主に心理的要因

で不登校の児童、生徒が通う教室  
☆不登校は、現在も増加傾向。支援の多様
化を求めます。       ◎5,720 万円 

◇不登校・いじめ対応強化◎１億 8939 万円 
ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ・教育心理相談員等を増員 
注 スクールソーシャルワーカー 

＝いじめや不登校、虐待などの問題 
解決のために多様な支援方法を用い
て対応する専門家。品川区では学校
支援チーム「HEARTS」に所属。 

【区立図書館経費】  ◎13 億 6,095 万円 
11 館運営・維持管理 

・品川図書館運営費  ◎4 億 7,995 万円 

・地域資料デジタルアーカイブの構築 
 『品川区史』等をﾃﾞｼﾞﾀﾙ化しﾈｯﾄで公開 
・ティーンズ世代向けサービス拡充 
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ちょっとした話ながわ 

◇品川区立学校、土曜授業は月１回に◇ 
文科省は、2002（平成 14）年から公立学校

において完全学校週５日制（土日はお休み）と
しました。その中で品川区は、独自に月に 2 回
程度（年間約 14 日）土曜に授業を行ってきま
した。学校公開・学習成果発表会（学芸会等）
や運動会などの行事の開催に充てることが多か
ったです。品川区教育委員会は、令和 4 年度か
ら土曜授業は、月 1 回（原則として第 3 土曜
日）で年間８日とすることにしました。 

９月の教育委員会会議で決定されましたが、
地域（町会・自治会など）や区議会へ 
の広報はありませんでした。保護者 
の中にもご存じない方がいました。 
このような大きな変更は周知徹底を。 

朝、駅前にいます！ 

◎『区政報告』をお配りしています。 
◎議会等の事情で変更する場合があります。 
◎見かけたらお気軽にお声をおかけ下さい。 

月・水 ＪＲ大井町駅前    火 京急青物横丁駅前 
木 ＪＲ大森駅前     金 京急立会川駅前 

☆各 7:00-9:30 頃 

クイズの答え：誤りは⑥のみ。1 時間当たり
２本運行です。試行運行は平成７年度までの
４年間。３年目の運行実績（収支率 50％以
上）で本格導入または廃止を含む見直し判断
する。運行経費が約 5,100 万円、50％は
2,550 万円。本格導入に必要な乗客数は運賃
220 円を払って乗車する人が１日あたり
350 人（片道１便あたり 6.25 人）となりま
す。時刻表など詳細は区 HP をご覧下さい。 
リーフレットは地域ｾﾝﾀｰ・図書館等に有り。 
 
 


